
2019年度 成果報告会 No.1

背 景 ・ 目 的

c

災害と健康プロジェクトエリア・ユニット

災害と健康プロジェクトユニットでの活動と成果

児玉栄一, 江川新一, 千田浩一, 伊藤潔,  栗山進一,  佐々木宏之, 國井泰人, 藤井進、鈴木正敏, 三木康宏, 稲葉洋平, 兪志前, 臼倉瞳
兼務：富田博秋, 細井義夫, 中山雅晴, 小坂健, 齋藤昌利, 鈴木敏彦

今村文彦、越村俊一、邑本俊亮、杉浦元亮、丸谷浩明、寺田賢二郎、村尾修、佐藤翔輔、ﾎﾞﾚｰ・ｾﾊﾞｽﾁｬﾝ、佐藤健、小野裕一

災害精神医学分野

災害公衆衛生学分野

東日本大震災を経験した総合大学として、今後、起こる巨大・広域災害に対してエビデンスに基づく効果的な災害医療・
保健体制の構築が望まれている。災害対策、そして災害後の復旧・復興において中心をなす「ひと」の健康をどう守るか、
東北大学の英知を結集して取り組む。

災害医療国際協力学分野

災害メンタルヘルス技術開発に関する研究

東日本大震災後の南三陸町における
病院外の医療ニーズ

災害メンタルヘルス地域実態の把握と
方策案に関する研究



2019年度 成果報告会 No2

背 景 ・ 目 的

災害と健康プロジェクトエリア・ユニット

災害と健康プロジェクトユニットでの活動と成果

災害放射線医学分野

災害産婦人科学分野

災害医療情報学分野

東日本大震災を経験した総合大学として、今後、起こる巨大・広域災害に対してエビデンスに基づく効果的な災害医療・
保健体制の構築が望まれている。災害対策、そして災害後の復旧・復興において中心をなす「ひと」の健康をどう守るか、
東北大学の英知を結集して取り組む。

災害感染症学分野

「被災後ケア」
－ココロとカラダを回復させる１０のことー
英語版パンフレットも作成いたしました

その他

医療施設（BCP)と個人（LCP)に向けた
災害対応モデルの構築

児玉栄一, 江川新一, 千田浩一, 伊藤潔,  栗山進一,  佐々木宏之, 國井泰人, 藤井進、鈴木正敏, 三木康宏, 稲葉洋平, 兪志前, 臼倉瞳
兼務：富田博秋, 細井義夫, 中山雅晴, 小坂健, 齋藤昌利, 鈴木敏彦

今村文彦、越村俊一、邑本俊亮、杉浦元亮、丸谷浩明、寺田賢二郎、村尾修、佐藤翔輔、ﾎﾞﾚｰ・ｾﾊﾞｽﾁｬﾝ、佐藤健、小野裕一



2019年度 成果報告会 新型コロナウイルス対応（２０２０年度研究成果）

背 景 ・ 目 的

災害と健康プロジェクトエリア・ユニット

将来の災害に貢献できること

災害と健康プロジェクトユニットでの活動と成果

災害精神医学分野

災害感染症学分野

新型コロナウイルス感染症の第2波対策およびに東北大全学での治療薬開発への支援

新型コロナウイルスのパンデミックに対して多分野融合・大学病院・行政・地域医療機関との協働によって「新しい日
常」とともにウイズコロナに向けた医療体制の構築を目指す。またコロナ禍における巨大・広域災害に対するエビデンス
に基づく効果的な災害医療・保健体制を提案する。

災害放射線医学分野

左上： ドライブスルー検査前のスタッフの健康チェック
右上： 朝のミーティング状況
下： 実際の検査 左図 テント2の状況

上図： 細胞表面から出芽する新型コロナウイルス粒子を走査型
電子顕微鏡にて撮影（出芽の様子を見やすくするためにウイルス
粒子をコンピューター上で青く着色）
東京都立健康安全研究センター（旧都衛研）吉村所長から提供

下図： 横浜港に停泊中のDiamond Princess号

児玉栄一, 江川新一, 千田浩一, 伊藤潔,  栗山進一,  佐々木宏之, 國井泰人, 藤井進、鈴木正敏, 三木康宏, 稲葉洋平, 兪志前, 臼倉瞳
兼務：富田博秋, 細井義夫, 中山雅晴, 小坂健, 齋藤昌利, 鈴木敏彦

今村文彦、越村俊一、邑本俊亮、杉浦元亮、丸谷浩明、寺田賢二郎、村尾修、佐藤翔輔、ﾎﾞﾚｰ・ｾﾊﾞｽﾁｬﾝ、佐藤健、小野裕一
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